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第
48
回
Ｊ
Ａ
富
山
県
大
会
が
十
一
月
二
十
二

日
、
富
山
県
Ｊ
Ａ
会
館
８
階
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
、
県
下
の
Ｊ
Ａ
関
係
者
が
出
席
し
て
、
富
山

県
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
目
指
す
来
年
度
か
ら
の
中

期
３
カ
年
の
重
点
課
題
や
基
本
方
針
が
決
め
ら

れ
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
伊
藤
孝
邦
Ｊ
Ａ
富
山
中
央
会

会
長
が
『
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
共
通
の
組
織
・
運

営
原
則
で
あ
る
Ｊ
Ａ
綱
領
の
理
念
を
示
し
た

に
ん
じ
ん
は
、
富
山
県
の
広
域
産
地
形
成
品

目
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
県
内
全
域
で
栽
培
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

十
一
月
二
十
四
日
、
に
ん
じ
ん
機
械
化
一
貫

体
系
・
ス
マ
ー
ト
農
業
研
修
会
が
水
橋
支
店
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
に
ん
じ
ん
の
栽
培
を
新
た
に

検
討
し
て
い
る
生
産
者
を
対
象
と
し
て
、
管
内

の
生
産
者
等
約
50
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

座
学
研
修
で
は
、
県
広
域
普
及
指
導
セ
ン

タ
ー
副
係
長
・
多
田
希
史
氏
か
ら
「
県
内
に
お

け
る
に
ん
じ
ん
の
機
械
化
一
貫
体
系
及
び
ス

マ
ー
ト
農
業
の
取
り
組
み
状
況
と
今
後
の
対

策
」
が
説
明
さ
れ
、
当
Ｊ
Ａ
の
土
井
営
農
企
画

課
長
か
ら
は
「
Ｊ
Ａ
な
の
は
な
に
お
け
る
広
域

産
地
形
成
品
目
の
支
援
体
制
に
つ
い
て
」
説
明

が
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、（
株
）
か
な
き
（
水

橋
支
店
管
内
）
の
圃
場
と
Ｊ
Ａ
な
の
は
な
野
菜

セ
ン
タ
ー
の
に
ん
じ
ん
選
別
場
で
現
地
視
察
が

行
わ
れ
、
参
加
者
は
熱
心
に
説
明
を
聞
い
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

今
後
、
米
価
の
下
落
や
主
食
用
米
の
生
産
面

積
の
減
少
、
基
盤
整
備
の
要
件
と
し
て
高
収
益

作
物
の
生
産
拡
大
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

Ｊ
Ａ
と
し
て
、
園
芸
作
の
ス
マ
ー
ト
農
業
の
普

及
と
新
規
生
産
者
や
労
働
力
不
足
へ
の
支
援
に

取
り
組
み
、
広
域
産
地
形
成
品
目
の
生
産
拡
大

を
目
指
し
ま
す
。

「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
め
ざ
す
姿
」
は
、
Ｊ
Ａ
が

「
食
と
農
を
基
軸
と
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た
協

同
組
合
」
と
し
て
今
後
と
も
変
わ
ら
ず
実
現
を

目
指
す
べ
き
方
向
で
す
』
と
挨
拶
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

大
会
決
議
で
は
、
前
回
大
会
以
降
３
カ
年
間
、

自
己
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
今
後
と
も
Ｊ
Ａ
は
地
域
農
業
を
支
え
、

農
業
者
の
所
得
増
大
に
引
き
続
き
取
り
組
む
と

と
も
に
、
総
合
事
業
を
通
じ
て
地
域
に
お
け
る

生
活
イ
ン
フ
ラ
機
能
の
一
翼
を
担
い
、
豊
か
で

く
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
受

け
、
①
持
続
可
能
な
食
料
・
農
業
基
盤
の
確
立
、

②
持
続
可
能
な
組
織
・
事
業
基
盤
の
確
立
と
地

域
の
活
性
化
、
③
不
断
の
自
己
改
革
の
実
践
を

支
え
る
経
営
基
盤
の
強
化
、④
「
食
」「
農
」「
地

域
」「
Ｊ
Ａ
」
に
か
か
る
理
解
醸
成
に
向
け
た

取
り
組
み
の
強
化
、
の
４
つ
の
柱
を
重
点
と
し

て
取
り
組
む
大
会
議
案
を
起
案
し
、
決
議
さ
れ

ま
し
た

ま
た
、
大
会
に
お
い
て
優
良
生
産
者
・
協
同

組
合
役
員
功
労
（
役
員
）
が
表
彰
さ
れ
、
当
Ｊ

Ａ
か
ら
は
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

【
優
良
生
産
者
表
彰
】

・
農
事
組
合
法
人

ア
ス
ナ
ロ
小
出
（
水
橋
支
店
）

・
農
事
組
合
法
人

グ
リ
ー
ン
栃
谷
（
南
部
支
店
）

「
持
続
可
能
な
富
山
県
農
業
の
確
立
と
地
域
の
活
性
化
を
め
ざ
し
て
」

「
持
続
可
能
な
富
山
県
農
業
の
確
立
と
地
域
の
活
性
化
を
め
ざ
し
て
」

富
山
県
Ｊ
Ａ
会
館
８
階
ホ
ー
ル

第48回

Ｊ
Ａ
富
山
県
大
会

Ｊ
Ａ
富
山
県
大
会

に
ん
じ
ん
機
械
化
一
貫
体
系
・

ス
マ
ー
ト
農
業
研
修
会

に
ん
じ
ん
機
械
化
一
貫
体
系
・

ス
マ
ー
ト
農
業
研
修
会

にんじん選別場を視察する参加者 座学研修の様子
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十
一
月
十
三
・
十
四
日
の
二
日
間
、
イ
ベ
ン
ト

ホ
ー
ル
で
秋
冬
野
菜
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
朝
市
を
行

い
ま
し
た
。
昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
で
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
縮
小
又
は
中

止
と
な
る
中
、
組
合
員
の
所
得
の
確
保
及
び
Ｊ
Ａ

の
食
を
提
供
す
る
事
業
の
一
環
と
し
て
、
ま
た
収

穫
に
感
謝
を
込
め
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
は

「
秋
冬
野
菜
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
朝
市
」
を
ご
利
用

い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

十
一
月
六
日
・
七
日
の
二
日
間
、
田
尻

の
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
秋
季
総
合
展
示
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
電
化
製
品
・
農
機
具
・
自

動
車
・
家
具
・
日
用
品
な
ど
が
お
値
打
ち

価
格
で
展
示
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度

は
「
秋
季
総
合
展
示
会
」
の
ご
利
用
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
予
防
対

策
と
し
て
マ
ス
ク
着
用
や
受
付
時
の
検
温
、

手
指
消
毒
な
ど
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

十
一
月
十
六
日
、
富
山
市
役
所
で
富
山
市
農
林

漁
業
の
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
称
え
る
、

令
和
三
年
度
富
山
市
優
良
農
林
漁
業
者
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

☆
農
林
漁
業
優
良
生
産
部
門

園
芸
の
部

水
稲
と
切
花
を
中
心
に
３
１
１
・
７
㌃
の
規
模

で
農
業
生
産
を
行
っ
て
お
ら
れ
、
針
原
地
区
の
代

表
的
な
農
業
者
で
あ
り
ま
す
。
切
花
に
お
い
て
は
、

な
の
は
な
農
協
花
き
出
荷
組
合
の
組
合
長
と
し
て
、

同
Ｊ
Ａ
管
内
の
花
き
の
生
産
振
興
や
生
産
者
の
育

成
に
も
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
稲
部
門

に
お
い
て
は
、
令
和
三
年
度
か
ら
コ
シ
ヒ
カ
リ
の

圃
場
に
お
い
て
、
富
山
県
の
生
育
観
測
圃
と
し
て

生
育
調
査
の
基
礎
圃
と
な
っ
て
い
ま
す
。

秋冬野菜

ド
ラ
イ
ブ

ス
ル
ー
朝
市

ド
ラ
イ
ブ

ス
ル
ー
朝
市

富
山
市
優
良

農
林
漁
業
者
表
彰

富
山
市
優
良

農
林
漁
業
者
表
彰

イベント広場

秋
季
総
合

展
示
会

秋
季
総
合

展
示
会

茶木　靖夫（北部支店）
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Ｊ
Ａ
な
の
は
な
管
内
で
は
、
に
ん

じ
ん
栽
培
が
始
ま
り
今
年
で
４
年
目

と
な
り
、
約
２
５
０
㌃
、
３
経
営
体

が
栽
培
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
降
雨
等
に
よ
り
播
種
時

期
は
予
定
よ
り
遅
れ
た
も
の
の
、
播

種
後
の
灌
水
が
適
正
に
行
わ
れ
、
発

芽
も
良
好
で
大
変
良
い
で
き
に
仕
上

が
り
ま
し
た
。

今
年
は
、（
株
）か
な
き（
代
表

金
木
重
三
さ
ん（
水
橋
支
店
管
内
））

の
圃
場
で
に
ん
じ
ん
の
掘

取
り
体
験
が
行
わ
れ
、「
恵

光
学
園
」
の
園
児
や
保
護

者
の
方
々
約
40
名
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

食
農
・
食
育
活
動
の
一

環
と
し
て
、
農
業
や
自
然

と
の
関
わ
り
の
大
切
さ
や

地
産
地
消
の
推
進
、
生
産

者
と
の
交
流
を
目
的
と
し

て
、
今
回
で
４
回
目
の
企

画
と
な
り
ま
す
。

園
児
達
は
、
生
産
者
の

方
々
や
Ｊ
Ａ
の
職
員
と
ふ

れ
あ
い
な
が
ら
「
大
き
い

ね
」「
い
っ
ぱ
い
取
れ
た

ね
」
な
ど
と
楽
し
く
収
穫
体
験
を
し

ま
し
た
。
収
穫
後
は
園
児
か
ら
お
礼

の
メ
ダ
ル
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
な
か
な
か
人
を
集
め
た
行
事
が

行
え
な
い
中
、
予
防
対
策
を
講
じ
た

上
で
無
事
に
掘
取
り
体
験
を
行
う
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
今
後
も
Ｊ
Ａ
と

し
て
、
こ
の
よ
う
な
活
動
が
多
く
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

女
性
部
（
谷
井
悦
子
部
長
）
で
は
、

昨
年
同
様
に
「
選
べ
る
女
性
部
研
修
ツ

ア
ー
」を
開
催
し
ま
し
た
。６
つ
の
コ
ー

ス
の
中
か
ら
興
味
の
あ
る
コ
ー
ス
へ
参

加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
新
た
な
発
見
や
仲
間

と
の
交
流
を
深
め
よ
う
と
企
画
し
ま
し

た
。Ａ

・
Ｂ
コ
ー
ス
は
、「
猪
谷
日
帰
り

ツ
ア
ー
」
と
し
、
富
山
の
歴
史
を
学
び

ま
し
た
。

Ｃ
・
Ｄ
コ
ー
ス
は
、「
利
賀
そ
ば
打

ち
体
験
ツ
ア
ー
」
と
し
、
講
師
の
方
よ

り
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
伝
統
料
理
を

学
び
ま
し
た
。

Ｅ
コ
ー
ス
は
、「
ソ
ー
プ
カ
ー
ビ
ン

グ
講
習
会
」
と
し
、
カ
ー
ビ
ン
グ
教
室

「
い
ろ
は
」
の
中
島
淳
氏
を
講
師
に
迎

え
、
タ
イ
の
伝
統
工
芸
を
学
び
ま
し
た
。

Ｆ
コ
ー
ス
は
、「
こ
ん
な
使
い
方
も

出
来
る
よ
レ
シ
ピ
」
と
し
、
あ
げ
ら
く

天
と
旨
だ
し
パ
ッ
ク
を
使
っ
た
簡
単
料

理
を
学
び
ま
し
た
。

今
ま
で
の
よ
う
な
皆
で
一
緒
に
で
き

る
活
動
は
、
ま
だ
ま
だ
難
し
い
で
す
が
、

今
で
き
る
事
を
少
し
ず
つ
実
行
し
、
活

動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

に
ん
じ
ん
掘
取
り
体
験

に
ん
じ
ん
掘
取
り
体
験

選
べ
る

女
性
部
研
修
ツ
ア
ー

選
べ
る

女
性
部
研
修
ツ
ア
ー

Ａコース
「猪谷日帰りツアー」
Ａコース
「猪谷日帰りツアー」

Ｂコース
「猪谷日帰りツアー」
Ｂコース
「猪谷日帰りツアー」

Ｃ・Ｄコース
「利賀そば打ち体験ツアー」
Ｃ・Ｄコース
「利賀そば打ち体験ツアー」

Ｅコース「ソープカービング講習会」Ｅコース「ソープカービング講習会」 Ｆコース
「こんな使い方も出来るよレシピ」
Ｆコース
「こんな使い方も出来るよレシピ」
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「
秋
季
総
合
展
示
会
」
に
併
せ
て
、
十
一
月
六
日
に
令

和
三
年
度
農
産
物
品
評
会
が
行
わ
れ
、
根
菜
類
・
葉
茎
菜

類
・
果
菜
類
・
い
も
類
等
な
ど
総
数
75
点
が
出
品
さ
れ
ま

し
た
。

出
品
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
生
産
者
の
皆
様
方
の

熱
意
や
日
頃
の
栽
培
の
工
夫
等
が
感
じ
ら
れ
、
い
ず
れ
も

甲
乙
つ
け
が
た
い
出
来
栄
え
で
あ
り
、
審
査
に
は
大
変
苦

労
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
も
生
産
者
の
高
い
栽
培
技
術
に
よ
っ
て
、
よ
り
安

全
・
安
心
な
農
産
物
の
栽
培
と
地
域
農
業
の
発
展
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

審
査
は
、
市
場
、
全
農
富
山
県
本
部
、
富
山
農
林
振
興

セ
ン
タ
ー
、
富
山
市
農
業
水
産
課
、
当
Ｊ
Ａ
青
年
部
及
び

担
当
職
員
に
よ
っ
て
、
品
種
固
有
の
特
徴
、
品
質
の
揃
い
、

出
荷
規
格
の
遵
守
及
び
締
ま
り
、
光
沢
、
病
害
虫
の
有
無

な
ど
の
観
点
で
行
わ
れ
、
各
賞
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

十
一
月
十
九
日
、
切
花
品
評
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
品
評
会
は
、

管
内
で
生
産
さ
れ
る
花
き
を
広
く
紹
介
し
、
生
産
者
の
技
術
交
流
と
花

き
の
生
産
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

年
は
、
切
花
18
点
が
出
品
さ
れ
、
い
ず
れ
も
品
質
の
高
い
切
花
で
し
た
。

審
査
は
、
①
切
り
前
の
状
態
②
花
色
の
発
色
状
態
③
全
体
の
草
姿
バ

ラ
ン
ス
・
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
④
病
害
虫
・
障
害
等
の
有
無
⑤
品
種
特
性
の

有
無
⑥
茎
葉
の
処
理
等
出
荷
技
術
に
つ
い
て
慎
重
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

農
産
物
品
評
会
受
賞
者
の
皆
さ
ん

農
産
物
品
評
会
受
賞
者
の
皆
さ
ん

切
花
品
評
会
受
賞
者
の
皆
さ
ん

切
花
品
評
会
受
賞
者
の
皆
さ
ん

品　　　目 支店名 氏　　名 賞内訳
大 　 　 根 呉羽 西浦タキ子 富 山 市 長 賞
ね 　 　 ぎ 和合 井城　敏子 富 山 市 長 賞
キ ャ ベ ツ 和合 小林　秀子 全 農 賞
に ん じ ん 和合 小林　秀子 全 農 賞
白 　 　 菜 西部 飯田　一雄 農 業 振 興 会 長 賞
か 　 　 ぶ 和合 小林　秀子 農 業 振 興 会 長 賞
い も 類 西部 飯田　一雄 農 協 長 賞
ブ ロ ッ コ リ ー 和合 松浦　　正 農 協 長 賞

品　　　目 支店名 氏　　名
大 　 　 根 南部 池﨑　治夫
白 　 　 菜 和合 黒崎　甚光
ね 　 　 ぎ 和合 黒崎　甚英
キ ャ ベ ツ 和合 ＩＨファーム
か 　 　 ぶ 呉羽 西浦タキ子
ブ ロ ッ コ リ ー 和合 柳原　敏治
に ん じ ん 呉羽 （株）GFM
さ つ ま い も 西部 飯田　一雄

品　　　目 支店名 氏　　名
大 　 　 根 和合 上田善二郎
白 　 　 菜 西部 家城一七子
ね 　 　 ぎ 呉羽 西浦　義則
キ ャ ベ ツ 南部 五十里紀子
か 　 　 ぶ 呉羽 大場　昌子
カ リ フ ラ ワ ー 和合 松浦　　正
に ん じ ん 中部 西野　和弘
か ぼ ち ゃ 西部 飯田　一雄
さ と い も 呉羽 山川　　忠
か き 和合 黒崎　甚光
ゆ ず 呉羽 山口みさを

３等賞

２等賞

１等賞

切花品評会受賞者

賞　　　　　名 受賞品目・品種名
受賞者名

支店名 氏　名

金賞
３点

富山市長賞 ユリ（チェザール） 東部 佐伯　謙悦

ＪＡ全農とやま本部長賞 ハボタン（恋姿） 北部 茶木　靖夫

なのはな農業協同組合長賞 フウセントウワタ 和合 米山　幸子

銀賞
９点

富山市農業振興会長賞 ユリ（トルネドール） 和合 永森　静子

富山県花き生産者協議会長賞 ユーカリ 中部 青山　愛子

富山市花き生産者協議会長賞 ハボタン（ウィンターチェリー） 中部 塚本　清信

富山中央花き園芸代表取締役社長賞 ストック（レッドカルテット） 和合 米山　幸子

なのはな農協花き出荷組合長賞 ソラナム 和合 米山　幸子

なのはな農協花き出荷組合長賞 小菊（白峰） 北部 関野　久美

なのはな農協花き出荷組合長賞 ユーカリ 和合 米山　幸子

なのはな農協花き出荷組合長賞 ユリ（イエローウィン） 和合 米山　幸子

なのはな農協花き出荷組合長賞 シベラス 中部 青山　愛子

総出品点数18点
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十
一
月
十
九
日
・
二
十
日
の
二
日
間
、
呉
羽

営
業
所
に
お
い
て
農
機
具
内
見
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

会
場
で
は
、
ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
や
草

刈
機
・
動
力
散
布
機
な
ど
の
果
樹
関
連
の
農
機

具
や
冬
に
向
け
て
除
雪
機
な
ど
が
展
示
販
売
さ

れ
、
組
合
員
の
方
々
は
商
品
の
特
徴
や
作
業
能

力
な
ど
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
品
定
め
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

十
一
月
十
九
日
、
百
塚
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
東
側
圃
場
で
、ク
ボ
タ
に
よ
る
ト

ラ
ク
タ
実
演
会
が
行
わ
れ
、
管
内
の
生
産
者

ら
約
30
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
実
演
会
で

は
、
溝
掘
機
や
ス
タ
ブ
ル
カ
ル
チ
、
超
砕
土

成
形
ロ
ー
タ
リ
な
ど
を
搭
載
し
た
ト
ラ
ク
タ

が
圃
場
に
並
び
、
溝
掘
り
作
業
な
ど
が
実
演

さ
れ
ま
し
た
。
ク
ボ
タ
の
職
員
か
ら
ト
ラ
ク

タ
の
新
機
能
や
特
徴
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま

し
た
。
生
産
者
ら
は
、
新
機
能
に
よ
る
作
業

効
率
の
向
上
に
期
待
を
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

呉
羽
営
業
所

呉
羽
営
業
所

農
機
具
内
見
会

農
機
具
内
見
会

ク
ボ
タ
ト
ラ
ク
タ

実
演
会

ク
ボ
タ
ト
ラ
ク
タ

実
演
会

【お問い合わせ先】なのはな農業協同組合　経済部　生活課　電話 076（438）2214

旅
行
を
楽
し
く
過
ご
す

     

耳
よ
り
情
報
局

2021年7月1日（木）～8月31日（火）
12月31日（金）まで延長

宿泊券販売・予約期間

地元で泊まろう！ 
県民割引キャンペーン～もっと愉しもう！
宿泊プラン

地元で泊まろう！ 
県民割引キャンペーン～もっと愉しもう！
宿泊プラン

最大10,000円割引最大10,000円割引最大10,000円割引

もっと ・プレミアム宿泊券（2,000円）を半額で販売
（1人1泊当たり10枚（20,000円分）迄）

・販売窓口：なのはな農協　経済部で販売しています
・1滞在あたり30,000円以上「プレミアム宿泊券

15枚」で支払いをされたグループ（1名でも可）
・1滞在あたり10,000円以上現金支払いさ

れたグループ（1名でも可）
1グループあたり、5千円相当（送料・税込）の
富山の冬の特産品（新酒、海産物、農産物など）
をプレゼント（1グループに応募用紙1枚進呈）
なのはな農協に宿泊を申込された場合・・・
なのはな農協で渡します
旅館に直接予約、プレミアム宿泊券のみ、なの
はな農協で購入された場合・・・旅館で渡します

（但し、旅館がこの企画に参加している場合のみ）
　先着方式です（なくなり次第終了です）
＊プレミアム宿泊券を精算した場所で渡します

・富山おみやげクーポン券の配布
（1枚1,000円、上限2,000円分）を配布
（プレミアム宿泊券利用2枚（4,000円）毎に
クーポン券1枚（1,000円）配布

1、富山県民（県内在住者）（1名でも利用可能）
同一予約記録の中に県外の方がいてもＯＫになりました

（但し、富山県民は割引ＯＫですが、県外の他は割引不可です）
2、1グループ4名様以上の申込も可能になりました

支　　援　　内　　容

（例）宿泊代　20,000円
　　プレミアム宿泊券10枚（20,000円利用）
　　お客様負担　10,000円

・富山県内の宿泊地
合計12,000円以上のプランに限る

（それ以下の料金は最大5,000円割引になります）

対　　象　　内　　容

対　　　象　　　者

改訂版改訂版改訂版改訂版改訂版改訂版改訂版改訂版改訂版改訂版改訂版改訂版改訂版改訂版改訂版改訂版改訂版改訂版

溝掘り作業の実演
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12/10［金］
11［土］
［金］［金］

11111111
10：00～16：00

［土］［土］
10：00～15：00

開催日

富山産業展示館
（テクノホール）

場　所

ご来場の皆さまへ
新型コロナウイルス感染症
予防対策へご協力をお願い
いたします
状況により中止または内容が変更となる場合が
ございます。開催状況はJA全農とやまホーム
ページをご覧ください。

JAなのはなJAなのはな

アグリマイティー資金アグリマイティー資金
米価下落など新型コロナウイルス感染症により
農業経営が悪化した農業者・農業法人が対象

米価対策
災害緊急
資金　　（ ）

実質金利負担
最長 ５年間 ０%

保証料負担
最長 ５年間

ゼロ‼
※1

０% ゼロ‼
※2

※1 お借入れから最長5年間、最大で0.5％までの借り入れ金利をJAバンクが助成いたします。
※2 お借入れから最長5年間、富山県農業信用基金協会の保証を利用される方に対し、JAバンクが0.5％の保証料を助成します。

ポイント1

ポイント2

新型コロナウイルス感染症
の影響により農業経営の
悪化が生じた先の運転資金

✓ 肥料・農薬・飼料・資材等の購入　
✓ 賃金の支払い　
✓ 賃借料の支払い 等

（例）　（例）　

取扱期間：2022年3月末まで

ご利用いただける方
お使いみち

ご融資条件

お申込み時
の留意点

・お申込みに際しては、当JAにおいて所定の審査をさせ
ていただきます。審査の結果によってはご希望に添い
かねる場合もございますので、予めご了承ください

・ご返済額の試算、資金の詳細、その他ご要望につい
ては当ＪＡの融資窓口までお問い合わせください

当JAの組合員（正組合員、准組合員）の方、一定の条件を満たす集落営農組織等
新型コロナウイルス感染症により生産および販売数量の減少、販売単価の下
落が生じた農畜産物等の運転資金(肥料・農薬・飼料・資材の購入費等)　
①貸出方式：証書貸付
②借入金額：500万円以内
③借入期間：最長５年以内（うち据置期間２年以内）
④借入金利：0.5％（固定金利）
⑤取扱期間：2022年3月31日実行分まで
⑥担保および保証：富山県農業信用基金協会の保証を付します。
　　　　　　　　　ただし、借入期間１年以内の貸付に対しては任意とします。

なのはな農業協同組合　本店　融資運用課
富山市豊田本町3-18-21　☎076-438-2216
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　今年度のコシヒカリの品質は良好でしたが、収量構成要素を見ると、㎡当籾数が多く、着粒過多の傾
向がみられます。しかも、穂数ではなく１穂籾数に依存しており、登熟期間が高温で推移していた場合、
白未熟粒の多発により品質の低下を招いた可能性もあります。
　次年度は、穂数を確保し１穂籾数を適正に誘導することを重点目標として、初期生育の確保、的確な
水管理等による適正な生育量の確保等に引き続き取り組む必要があります。
　また、近年、斑点米カメムシ類が増加しており、２年連続で格下要因の第１位となっています。畦畔
の草刈り等により生息密度の低減を図るとともに、基本防除を徹底することが重要です。

① 初期生育の確保
　 　健苗育成、栽植株数（70/坪）の確保等
② 適正な生育量の確保
　 　地力に応じた基肥の施用、適期の中干し等適切な水管理
③ 登熟期間の稲体活力の確保
　 　葉色に応じた追加穂肥、適切な水管理等
④ 斑点米カメムシ類の生息密度の低減
　 　畦畔等の草刈、本田除草の徹底
⑤ 基本防除の徹底

　次年度も気象変動に打ち勝つ米づくりを目標に取り組み、高品質米生産に努めましょう。
※次年度対策の詳細については次号以降でお伝えします。

（原稿提供：富山農林振興センター）

・栽培管理情報
・緊急的な気象情報や災害防止対策、
　栽培管理等の情報
・その他必要と思われる情報

〈情報提供内容〉
★なのはな農協では、皆様に電子メールによる営農情報の提供を行っています★★なのはな農協では、皆様に電子メールによる営農情報の提供を行っています★
※登録は無料です ★営農情報提供サービスへの　

　ご登録はこちらから☞
（QRコードにスマホ等をかざして
　必要な情報を登録してください）

　本年の富山県産米の作柄は、10月25
日現在で、作況指数99、10ａ当たり収
量515kgとほぼ平年並となりました。
　品質は極めて良好で、ＪＡなのはなの
コシヒカリの１等比率は７年連続で90％
を超える結果となりました。
　なお、うるち玄米の２等以下に格付け
された理由としては、部分カメが43％と
最も多く、次いで除青未熟35％、もみ混
入11％、心白粒４％となっています。

　今年は、田植後５月４半旬～５半旬の寡照により、活着はやや不良で、初期生育は遅れました。６月
に入り天候が回復したことにより、茎数は平年よりやや多く推移し、穂数も平年よりやや多くなりました。
その後、８月中旬以降は低温寡照となったことから、登熟は遅れ、コシヒカリの成熟期は遅くなりました。

　今年は５月下旬に寡照となったことから、初期生育は不良であったものの、６月以降気温が高めに経
過したこともあり、６月中旬以降は多めに推移し、穂数は平年並みになりました。
　㎡当穂数は目標比96％（平年比101％）、一方で１穂籾数は目標比117％（平年比116％）とかなり多
かったため、㎡当籾数は目標比112％（平年比107％）とかなり多くなりました。
　このため、登熟歩合は８月中旬以降の寡照の影響で目標比92％（平年比96％）と低くなったものの、
収量は目標比107％（平年比105％）となりました。

令和３年産米の
生育経過、収量・品質の概況

令和３年産米の
生育経過、収量・品質の概況

コシヒカリの概況について　～ＪＡなのはな生育基礎ほ（８か所）調査結果より～3

次年度に向けた課題及び対策4

令和３年産米の作柄及び品質1

気象経過と水稲生育への影響2

表１ 令和３年産米の作柄品質
作況指数
（10月25日現在） 富山県　99

富山県　５1５㎏

富山県    ９4.8％
JAなのはな ９8.5％

10ａ当たり収量
（10月25日現在）

うるち玄米１等比率
　県： 9月30日現在
　JA：10月29日現在

（1.9mmベース）

図１　ＪＡなのはな品種別１等米比率

図３　㎡当たり茎数の推移 図４　収量及び収量構成要素（対目標比）

図５　栽植密度と１穂籾数

※Ｒ3は10月29日現在

１
等
米
比
率
　
％

℃

平均気温

日射量

降水量

６月１～４半旬の高温
　　→生育の遅れがやや回復

気
温

降
水
量
・
日
射
量

５月の４～５半旬の寡照
→初期生育遅延

梅雨（６月13日～７月14日）

コシヒカリ出穂期
８月２日(平年より１日遅い)

コシヒカリ成熟期
９月11日(平年より3日遅い)

8月3～４半旬、９月１～３半旬の低温
→登熟遅延

７月４半旬～8月2半旬の高温
→出穂の早期化、籾殻の肥大

8月３半旬～9月1半旬の寡照
→登熟不良

※……は平年値図２　令和３年の気象経過（富山地方気象台）

非常に高い１等比率を達成!!
来年も高品質米の安定生産の継続を！

非常に高い１等比率を達成!!
来年も高品質米の安定生産の継続を！
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　今年度のコシヒカリの品質は良好でしたが、収量構成要素を見ると、㎡当籾数が多く、着粒過多の傾
向がみられます。しかも、穂数ではなく１穂籾数に依存しており、登熟期間が高温で推移していた場合、
白未熟粒の多発により品質の低下を招いた可能性もあります。
　次年度は、穂数を確保し１穂籾数を適正に誘導することを重点目標として、初期生育の確保、的確な
水管理等による適正な生育量の確保等に引き続き取り組む必要があります。
　また、近年、斑点米カメムシ類が増加しており、２年連続で格下要因の第１位となっています。畦畔
の草刈り等により生息密度の低減を図るとともに、基本防除を徹底することが重要です。

① 初期生育の確保
　 　健苗育成、栽植株数（70/坪）の確保等
② 適正な生育量の確保
　 　地力に応じた基肥の施用、適期の中干し等適切な水管理
③ 登熟期間の稲体活力の確保
　 　葉色に応じた追加穂肥、適切な水管理等
④ 斑点米カメムシ類の生息密度の低減
　 　畦畔等の草刈、本田除草の徹底
⑤ 基本防除の徹底

　次年度も気象変動に打ち勝つ米づくりを目標に取り組み、高品質米生産に努めましょう。
※次年度対策の詳細については次号以降でお伝えします。

（原稿提供：富山農林振興センター）

・栽培管理情報
・緊急的な気象情報や災害防止対策、
　栽培管理等の情報
・その他必要と思われる情報

〈情報提供内容〉〈情報提供内容〉
★なのはな農協では、皆様に電子メールによる営農情報の提供を行っています★★なのはな農協では、皆様に電子メールによる営農情報の提供を行っています★
※登録は無料です ★営農情報提供サービスへの　

　ご登録はこちらから☞
（QRコードにスマホ等をかざして
　必要な情報を登録してください）

　本年の富山県産米の作柄は、10月25
日現在で、作況指数99、10ａ当たり収
量515kgとほぼ平年並となりました。
　品質は極めて良好で、ＪＡなのはなの
コシヒカリの１等比率は７年連続で90％
を超える結果となりました。
　なお、うるち玄米の２等以下に格付け
された理由としては、部分カメが43％と
最も多く、次いで除青未熟35％、もみ混
入11％、心白粒４％となっています。

　今年は、田植後５月４半旬～５半旬の寡照により、活着はやや不良で、初期生育は遅れました。６月
に入り天候が回復したことにより、茎数は平年よりやや多く推移し、穂数も平年よりやや多くなりました。
その後、８月中旬以降は低温寡照となったことから、登熟は遅れ、コシヒカリの成熟期は遅くなりました。

　今年は５月下旬に寡照となったことから、初期生育は不良であったものの、６月以降気温が高めに経
過したこともあり、６月中旬以降は多めに推移し、穂数は平年並みになりました。
　㎡当穂数は目標比96％（平年比101％）、一方で１穂籾数は目標比117％（平年比116％）とかなり多
かったため、㎡当籾数は目標比112％（平年比107％）とかなり多くなりました。
　このため、登熟歩合は８月中旬以降の寡照の影響で目標比92％（平年比96％）と低くなったものの、
収量は目標比107％（平年比105％）となりました。

令和３年産米の
生育経過、収量・品質の概況

令和３年産米の
生育経過、収量・品質の概況

コシヒカリの概況について　～ＪＡなのはな生育基礎ほ（８か所）調査結果より～3

次年度に向けた課題及び対策4

令和３年産米の作柄及び品質1

気象経過と水稲生育への影響2

表１ 令和３年産米の作柄品質
作況指数
（10月25日現在） 富山県　99

富山県　５1５㎏

富山県    ９4.8％
JAなのはな ９8.5％

10ａ当たり収量
（10月25日現在）

うるち玄米１等比率
　県： 9月30日現在
　JA：10月29日現在

（1.9mmベース）

図１　ＪＡなのはな品種別１等米比率

図３　㎡当たり茎数の推移 図４　収量及び収量構成要素（対目標比）

図５　栽植密度と１穂籾数

※Ｒ3は10月29日現在

１
等
米
比
率
　
％

℃

平均気温

日射量

降水量

６月１～４半旬の高温
　　→生育の遅れがやや回復

気
温

降
水
量
・
日
射
量

５月の４～５半旬の寡照
→初期生育遅延

梅雨（６月13日～７月14日）

コシヒカリ出穂期
８月２日(平年より１日遅い)

コシヒカリ成熟期
９月11日(平年より3日遅い)

8月3～４半旬、９月１～３半旬の低温
→登熟遅延

７月４半旬～8月2半旬の高温
→出穂の早期化、籾殻の肥大

8月３半旬～9月1半旬の寡照
→登熟不良

※……は平年値図２　令和３年の気象経過（富山地方気象台）

非常に高い１等比率を達成!!
来年も高品質米の安定生産の継続を！

非常に高い１等比率を達成!!
来年も高品質米の安定生産の継続を！
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な
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
の
う
。
給
与
の

支
払
者
も
①
控
除
額
の
検
算
や
控
除
証
明
書
の

チ
ェ
ッ
ク
が
不
要
②
従
業
員
か
ら
の
問
合
せ
が

減
少
③
書
類
の
保
管
コ
ス
ト
の
削
減
な
ど
、
事

務
の
省
略
化
に
繋
が
る
よ
う
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
・
・
年
末
調
整
の
手
続
き
に
つ
い
て
詳
し

く
知
り
た
い
場
合
は
、
ど
う
す
れ
ば
、
良
い
ん

で
や
ん
す
か
。

御
隠
居
・
・
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
年
末
調

整
が
よ
く
わ
か
る
ペ
ー
ジ
」
が
開
設
さ
れ
て
お

る
ぞ
。
熊
さ
ん
、
こ
こ
に
パ
ソ
コ
ン
が
あ
る
か

ら
、
ご
覧
な
さ
い
。

熊
さ
ん
・
・
動
画
に
よ
る
「
年
末
調
整
の
し
か

た
」
っ
て
の
も
見
ら
れ
る
ん
で
や
ん
す
ね
。

御
隠
居
・
・
税
務
署
主
催
で
開
催
し
て
い
た
年
末

調
整
説
明
会
は
、
令
和
３
年
以
降
は
実
施
さ
れ

な
い
の
じ
ゃ
よ
。

熊
さ
ん
・
・
動
画
は
24
時
間
い
つ
で
も
見
ら
れ
る

か
ら
便
利
で
や
ん
す
ね
。
ま
た
、
誤
り
や
す
い

点
の
チ
ェ
ッ
ク
表
や
Ｑ
＆
Ａ
等
も
あ
っ
て
、
参

考
に
な
り
そ
う
で
や
ん
す
ね
。
な
る
ほ
ど
。
早

速
、
知
り
合
い
に
も
伝
え
る
で
や
ん
す
。

御
隠
居
・
・
年
末
調
整
の
し
か
た
や
年
末
調
整
の

電
子
化
に
つ
い
て
の
質
問
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
税
務
相
談
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ

ト
」
が
答
え
て
く
れ
る
ん
じ
ゃ
。
そ
れ
以
外
の

様
々
な
国
税
に
関
す
る
質
問
や
相
談
も
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
み
る
と
よ
い
ぞ
。

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー（
℡
４
３
２

−

４
１
９
１

（
代
）
※
音
声
案
内
に
従
い「
１
」番
を
選
択
）

で
も
、
詳
し
く
回
答
し
て
も
ら
え
る
の
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
・
・
わ
か
り
や
し
た
。
と
こ
ろ
で
御
隠
居
、

あ
っ
し
も
早
く
配
偶
者
を
見
つ
け
た
い
で
や
ん

す
。

御
隠
居
・
・
残
念
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
相
談
は

受
け
付
け
て
お
ら
ん
が
、
熊
さ
ん
に
も
、
早
く

お
相
手
が
見
つ
か
る
と
よ
い
の
う
。

（
富
山
税
務
署
）

熊
さ
ん
・
・
御
隠
居
、
時
が
経
つ
の
は
早
い
も
の

で
も
う
師
走
で
や
ん
す
ね
。

御
隠
居
・
・
そ
う
じ
ゃ
な
、
12
月
と
い
え
ば
、
年

末
調
整
の
月
じ
ゃ
な
。
一
般
的
に
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
は
勤
務
先
に
「
保
険
料
控
除
申
告
書
」
等

を
提
出
し
て
年
末
調
整
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

年
税
額
（
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
）
が

確
定
す
る
ん
じ
ゃ
よ
。
令
和
２
年
分
か
ら
、
電

子
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
年
末
調
整
が
可
能
と

な
っ
た
そ
う
じ
ゃ
。
こ
れ
ま
で
書
面
（
ハ
ガ
キ

等
）
で
添
付
し
て
い
た
保
険
料
控
除
証
明
書
等

に
代
え
て
、
保
険
会
社
等
か
ら
交
付
を
受
け
た

電
子
デ
ー
タ
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る

ん
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
・
・
へ
え
〜
、
こ
こ
で
も
電
子
化
で
や
ん

す
か
。
難
し
そ
う
で
や
ん
す
ね
。

御
隠
居
・
・
国
税
庁
で
は
、
電
子
デ
ー
タ
を
利

用
し
年
末
調
整
手
続
を
簡
便
化
す
る
た
め
の

「
年
末
調
整
控
除
申
告
書
作
成
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
（
年
末
調
整
ソ
フ
ト
）」
を
無
償
提
供
し

て
い
る
そ
う
じ
ゃ
。
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w
w
.nta.go.jp

）
か
ら
年
末

調
整
ソ
フ
ト
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
じ
ゃ
。
ス
マ
ホ
で
も
公
式
ア
プ
リ
ス
ト

ア
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
の
じ
ゃ
よ
。

熊
さ
ん
・
・
電
子
化
の
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
ん
で
や

ん
す
か
。

御
隠
居
・
・
給
与
の
支
払
者
と
従
業
員
の
ど
ち
ら

に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
じ
ゃ
よ
。
ま
ず
、
従

業
員
は
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
年
末
調
整
書
類
を
作

成
す
る
た
め
①
控
除
額
等
の
記
入
・
手
計
算
が

不
要
②
万
が
一
デ
ー
タ
を
紛
失
し
た
場
合
、
書

面
と
違
っ
て
再
取
得
が
容
易
③
押
印
も
不
要
と

御
隠
居
と
熊
さ
ん
の

─
年
末
調
整
手
続
き
に
つ
い
て
─

　
私
た
ち
の
病
院
の
特
徴
は
、
ダ
ビ
ン
チ
手
術
だ
け
で
は
な
く
、
が
ん
以
外
の
疾
患
の
手
術
に

も
全
力
で
治
療
に
あ
た
る
こ
と
で
す
。
ダ
ビ
ン
チ
の
あ
る
大
学
病
院
や
基
幹
病
院
の
泌
尿
器
科

の
多
く
は
、
が
ん
以
外
の
疾
患
の
手
術
を
多
く
は
し
な
い
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
す
。
病
院
情
報

局
（http://hospia.jp/dpc

）
で
は
い
ろ
い
ろ
な
病
院
の
手
術
件
数
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
は
ダ
ビ
ン
チ
以
外
の
手
術
も
す
べ
て
減
ら
す
こ
と

な
く
、
手
術
ま
で
お
待
た
せ
す
る
期
間
を
で
き
る
だ
け
短
く
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
当
科
の
得
意
と
す
る
疾
患
の
ひ
と
つ
、
前
立
腺
肥
大
症
に
対

す
る
内
視
鏡
手
術
に
は
、
古
く
か
ら
あ
る
経
尿
道
的
前
立
腺
切

除
術
（TU

R-P

）
や
比
較
的
新
し
い
各
種
の
レ
ー
ザ
ー
治
療

（PVP

、CVP

、
ツ
リ
ウ
ム
レ
ー
ザ
ー
治
療
）
な
ど
多
数
の
方

法
が
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
の
病
院
で
お
こ
な
っ
て
い
る
レ
ー

ザ
ー
治
療
は
ホ
ル
ミ
ウ
ム
レ
ー
ザ
ー
前
立
腺
核
出
術

（H
oLEP

：
ホ
ー
レ
ッ
プ
）
で
す
。
入
院
が
短
く
、
低
侵
襲
で
、

痛
み
が
軽
く
、
根
治
性
に
優
れ
た
手
術
法
で
す
。

　
ご
く
小
さ
な
肥
大
症
の
手
術
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
手
術
方
法
の
治
療
成
績
に
大
き
な
差
は
な
い

と
み
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
き
な
前
立
腺
肥
大
症
の
手
術
にH

oLEP

以
外
の
レ
ー
ザ
ー
治
療

（PVP

、CVP

、
ツ
リ
ウ
ム
レ
ー
ザ
ー
治
療
）
は
不
向
き
で
あ
り
、H

oLEP

が
最
も
優
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
海
外
の
研
究
で
、
根
治
性
や
治
療
効
果
の
面
でH

oLEP

が
最
も
優

れ
て
い
る
と
証
明
さ
れ
て
い
る
の
で
私
た
ち
はH

oLEP

を
標
準
の
手
術
方
法
と
し
て
い
ま
す
。

日
本
で
はH

oLEP

を
実
施
で
き
る
施
設
は
あ
ま
り
多
く
は
な
く
、
北
陸
で
は
当
院
を
含
め
て
数

か
所
で
し
か
実
施
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
当
院
以
外
の
北
陸
のH

oLEP

実
施
施
設
で
は
年
間
10

－

20
件
前
後
（
病
院
情
報
局http://hospia.jp/dpc

）
し
か
行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

H
oLEP

を
技
術
の
習
得
に
は
週
に
１

－

２
件
の
手
術
を
行
い
、
比
較
的
短
期
間
で
50
例
か
ら

１
０
０
例
を
経
験
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
年
間
に
１
０
０
例
以
上
のH

oLEP

を
行
っ
て
い
る
病
院
は
当
院
を
含
め
て
日
本
に
10
か
所
も
な
く
、
良
い
手
術
で
あ
る
の
に
エ
キ

ス
パ
ー
ト
が
少
な
く
、
技
術
が
普
及
し
な
い
の
も
無
理
は
あ
り
ま
せ
ん
。
欧
米
で
はH

oLEP

の

エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
の
は
年
間
１
０
０
例
以
上
の
件
数
を
お
こ
な
う
医
師
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
私
は
幸
い
、
県
内
外
か
ら
通
常
の
肥
大
症
の
手
術
で
は
治
療
が
困
難
な
症
例
を
多
数

ご
紹
介
い
た
だ
い
て
お
り
、
そ
の
数
を
ず
っ
と
満
た
す
こ
と
が
で
き
、
技
術
の
維
持
、
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
良
好
な
成
績
を
残
し
て
い
ま
す
。
当
院
で
は
こ
れ
ま
で
約
１
０
０

０
例
のH

oLEP
の
経
験
が
あ
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
に
厚
生
連
に
来
て
よ
か
っ
た
と
言
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
当
科
の
技
術
研
鑽
の
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
病
院
の
特
徴
は
、
ダ
ビ
ン
チ
手
術
だ
け
で
は
な
く
、
が
ん
以
外
の
疾
患
の
手
術
に

も
全
力
で
治
療
に
あ
た
る
こ
と
で
す
。
ダ
ビ
ン
チ
の
あ
る
大
学
病
院
や
基
幹
病
院
の
泌
尿
器
科

の
多
く
は
、
が
ん
以
外
の
疾
患
の
手
術
を
多
く
は
し
な
い
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
す
。
病
院
情
報

局
（http://hospia.jp/dpc

）
で
は
い
ろ
い
ろ
な
病
院
の
手
術
件
数
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
は
ダ
ビ
ン
チ
以
外
の
手
術
も
す
べ
て
減
ら
す
こ
と

な
く
、
手
術
ま
で
お
待
た
せ
す
る
期
間
を
で
き
る
だ
け
短
く
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
当
科
の
得
意
と
す
る
疾
患
の
ひ
と
つ
、
前
立
腺
肥
大
症
に
対

す
る
内
視
鏡
手
術
に
は
、
古
く
か
ら
あ
る
経
尿
道
的
前
立
腺
切

除
術
（TU

R-P

）
や
比
較
的
新
し
い
各
種
の
レ
ー
ザ
ー
治
療

（PVP

、CVP

、
ツ
リ
ウ
ム
レ
ー
ザ
ー
治
療
）
な
ど
多
数
の
方

法
が
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
の
病
院
で
お
こ
な
っ
て
い
る
レ
ー

ザ
ー
治
療
は
ホ
ル
ミ
ウ
ム
レ
ー
ザ
ー
前
立
腺
核
出
術

（H
oLEP

：
ホ
ー
レ
ッ
プ
）
で
す
。
入
院
が
短
く
、
低
侵
襲
で
、

痛
み
が
軽
く
、
根
治
性
に
優
れ
た
手
術
法
で
す
。

　
ご
く
小
さ
な
肥
大
症
の
手
術
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
手
術
方
法
の
治
療
成
績
に
大
き
な
差
は
な
い

と
み
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
き
な
前
立
腺
肥
大
症
の
手
術
にH

oLEP

以
外
の
レ
ー
ザ
ー
治
療

（PVP

、CVP

、
ツ
リ
ウ
ム
レ
ー
ザ
ー
治
療
）
は
不
向
き
で
あ
り
、H

oLEP

が
最
も
優
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
海
外
の
研
究
で
、
根
治
性
や
治
療
効
果
の
面
でH

oLEP

が
最
も
優

れ
て
い
る
と
証
明
さ
れ
て
い
る
の
で
私
た
ち
はH

oLEP

を
標
準
の
手
術
方
法
と
し
て
い
ま
す
。

日
本
で
はH

oLEP

を
実
施
で
き
る
施
設
は
あ
ま
り
多
く
は
な
く
、
北
陸
で
は
当
院
を
含
め
て
数

か
所
で
し
か
実
施
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
当
院
以
外
の
北
陸
のH

oLEP

実
施
施
設
で
は
年
間
10

－

20
件
前
後
（
病
院
情
報
局http://hospia.jp/dpc

）
し
か
行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

H
oLEP

を
技
術
の
習
得
に
は
週
に
１

－

２
件
の
手
術
を
行
い
、
比
較
的
短
期
間
で
50
例
か
ら

１
０
０
例
を
経
験
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
年
間
に
１
０
０
例
以
上
のH

oLEP

を
行
っ
て
い
る
病
院
は
当
院
を
含
め
て
日
本
に
10
か
所
も
な
く
、
良
い
手
術
で
あ
る
の
に
エ
キ

ス
パ
ー
ト
が
少
な
く
、
技
術
が
普
及
し
な
い
の
も
無
理
は
あ
り
ま
せ
ん
。
欧
米
で
はH

oLEP

の

エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
の
は
年
間
１
０
０
例
以
上
の
件
数
を
お
こ
な
う
医
師
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
私
は
幸
い
、
県
内
外
か
ら
通
常
の
肥
大
症
の
手
術
で
は
治
療
が
困
難
な
症
例
を
多
数

ご
紹
介
い
た
だ
い
て
お
り
、
そ
の
数
を
ず
っ
と
満
た
す
こ
と
が
で
き
、
技
術
の
維
持
、
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
良
好
な
成
績
を
残
し
て
い
ま
す
。
当
院
で
は
こ
れ
ま
で
約
１
０
０

０
例
のH

oLEP
の
経
験
が
あ
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
に
厚
生
連
に
来
て
よ
か
っ
た
と
言
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
当
科
の
技
術
研
鑽
の
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

四柳　智嗣

厚生連高岡病院
泌尿器科診療部長

超高性能レーザー
ルミナスパルス120H

パ
ル
ス
１
２
０
Ｈ
）で
の
前
立
腺
と

尿
路
結
石
の
治
療
を
開
始
①

超
高
性
能
レ
ー
ザ
ー（
ル
ミ
ナ
ス
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おすすめします
お申し込みは、
最寄りの支店へ

人
気
菓
子
店
店
主
が
基
本
の
カ
ス
タ
ー
ド
を

は
じ
め
、
ク
リ
ー
ム
を
た
っ
ぷ
り
味
わ
え
る

お
菓
子
レ
シ
ピ
を
紹
介
。
プ
ロ
セ
ス
写
真
を

豊
富
に
使
い
、
初
心
者
に
も
わ
か
り
や
す
く

解
説
。自
分
で
作
る
か
ら
こ
そ
、フ
レ
ッ
シ
ュ

な
味
わ
い
が
楽
し
め
る
。

定価：1,650円（税込）
カスタードの本
菓子工房ルスルスの

は
じ
め
て
多
肉
植
物
を
育
て
る
人
の
た
め

に
、
手
に
入
り
や
す
く
育
て
や
す
い
20
品
種

を「
フ
ロ
ー
ラ
黒
田
園
芸
」
が
厳
選
し
て
紹

介
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
や
基
本
の
育
て
方
を

写
真
と
と
も
に
詳
し
く
解
説
。
自
分
好
み
の

品
種
が
き
っ
と
見
つ
か
る
！

定価：1,650円（税込）

「選ぶ」「育てる」「ふやす」がうまくいく
多肉植物スタートBOOK

いのち・地域を未来につなぐ
これからの協同組合間連携

協
同
組
合
同
士
が
連
携
し
助
け
合
う
こ
と
を

意
味
す
る
「
協
同
組
合
間
協
同
」。
近
年
で

は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
関
心
が
高
ま
る
と
と
も
に

新
た
な
連
携
も
進
ん
で
い
る
。
多
数
の
連
携

事
例
を
紹
介
し
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
新
し

い
展
開
を
考
察
。
関
係
者
必
読
。

定価：2,090円（税込）

シェフ永井のおすすめシェフ永井のおすすめ
永井智一（ながい・ともかず）
茨城県笠間市にある
「天晴（旧キッチン晴人）」オーナーシェフ

作り方 材料（3人分）

サ
ン
マ
の

カ
レ
ー
煮

タ
ラ
の
ポ
ン
唐

生タラ（薄塩を振って1時間ほど
置いておく）
マイタケ
片栗粉
サラダ油
塩
　ポン酢
　大根おろし
　ゆずこしょう
　ミツバ（1cmほどのみじん切り）
　トマト（さいの目切り）

3切れ

1/2パック
適宜
適宜
適宜

大さじ4
大さじ3
小さじ1
1/2把
1個

生サンマ（頭、尾、わたを取り3等分に切り
薄塩を振って1時間ほど置いておく）
薄力粉
トマト（大きめの角切り）
セロリ（筋を取って乱切り）
ミョウガ（千切りにして水にさらす）
ニンニク
タカノツメ
オリーブ油
　水
　カレー粉
　顆粒だし
　料理酒
　みりん
　酢
　しょうゆ
　塩

2本

適宜
2個
1本
2個
1片
1本

大さじ3
200ml
小さじ1
小さじ1
大さじ2
小さじ2
小さじ2
小さじ1

小さじ1/2

（１）生タラの水気をしっかりと拭
き取り、大きめにほぐしたマ
イタケと一緒に片栗粉をまぶ
す。

（2）サラダ油を180度に熱し、
（1）の生タラを表面がカリッ
となるぐらい（5～6分目安）
しっかりと揚げる。続いてマ
イタケも揚げ、揚げ上がっ
たら両方に薄く塩を振る。

作り方

（3）皿にタラとマイタケを盛り
付け、混ぜ合わせたAを上
から掛けて出来上がり。

（１）サンマに薄力粉を
薄くはたき、フラ
イパンにセロリ、
トマト、タカノツ
メ、ニンニクと一
緒に並べ、上からオリーブ油を回し掛ける
（写真1）

（2）（1）を強火にかけ、サンマの両面が焼き
上がったら、Aを入れ強火のままふたをし
て煮る。

（3）（2）の煮汁が少し残るまで煮詰め火を止
め、皿に盛り付け、上にミョウガをのせて出
来上がり。

材料（3人分）

A（
ポ
ン
酢
た
れ
）

A（
合
わ
せ
出
し
汁
）

（写真1）

右のイラストには左のイラストと違う部分が５ヵ所あります。
間違っている部分を右下の枠内の数字で探しましょう。

まちがいさがし
（答は１3Ｐ）
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年
末
年
始
の
営
業
に
つ
い
て
、

左
記
の
通
り
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

12月27日
（月）

28日
（火）

29日
（水）

30日
（木）

31日
（金）

１月１日
（土）

２日
（日）

３日
（月）

４日
（火）

５日
（水）

支店・
営業所

通常
営業

通常
営業

通常
営業

通常
営業 休業 休業 休業 休業

貯金業務
のみ
取り扱い

通常
営業

和合　
給油所

通常
営業

通常
営業

通常
営業

通常
営業

臨時
営業 休業 休業 通常

営業
通常
営業

通常
営業

農産物
直売所

臨時
営業

通常
営業

通常
営業

臨時
営業

（午後３時まで）
休業 休業 休業 休業 休業

通常
営業

（初売り）

※
和
合
給
油
所
の
臨
時
営
業
は
午
前

７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
。

大かぶ（全地域）大かぶ（全地域）泥ねぎ（全地域）泥ねぎ（全地域）ゆず（全地域）ゆず（全地域）

人参（全地域）人参（全地域）葉牡丹葉牡丹長芋・自然薯長芋・自然薯

「
新
鮮
・
安
全
・
安
心
」野
菜
紹
介

「
新
鮮
・
安
全
・
安
心
」
旬
の
農
産
物
や
切
り
花

な
ど
様
々
な
商
品
が
あ
り
ま
す
の
で
、
近
所
の

方
・
友
人
・
知
人
を
誘
い
合
っ
て
ご
来
店
下
さ
い
。

自
慢
の
野
菜
・
花
・
加
工
品
を

直
売
所
で
売
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

会

員

募
集
中

人参は品種改良が進んで、甘味が増しク
セがなく食べやすいものが多くなりまし
た。お正月に向けて出回る真っ赤な金
時人参や、食卓に彩りを添える生食に
適したカラフルな人参などもお試しを。

越冬野菜の定番。ネギは冬期間よ
く使います。日陰の土中に青葉を
出して斜めに埋めておけば、春ま
で保存できます。

二キロ以上に育つ大きなかぶ。香
りが強く、肉質も緻密であること
から、千枚漬けやかぶら寿しには
最適です。

熟成してアクが抜け、うま味が増す
十一月から年明けにかけて出荷の
ピークを迎えます。ご贈答用として
もオススメです。

花言葉は「記憶に残る想い」。寒さに
も強いことからお正月飾りやお祝い
事の席で使われることも多いようで
す。明るく賑わいを持たせてくれる縁
起のいいイメージがある植物です。

柚子には果肉や果汁だけでなく皮や
種など、実のあらゆる部分に体に良
い様々な栄養が含まれています。食
す以外にも、お風呂に入れたり香り
を楽しんだりと色々活用できます。

ＪＡなのはな農産物直場所 Facebookでも
キットキットな情報をお届けしています

ＪＡなのはなＨＰ　
http://www.nanohana.or.jp/

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

営
業
時
間
の
お
知
ら
せ

5日間！！5日間！！
12月2日・9日・16日・23日・30日の12月2日・9日・16日・23日・30日の

555日間！！日間！！日間！！

※値引き額は開催日に店頭にて発表します。※値引き額は開催日に店頭にて発表します。

1212121212月月月月月月月月22222222日・日・日・日・日・日・日・日・9日9日9日9日9日9日9日9日9日9日9日 16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日
JA-SS 12月のお得なキャンペーン情報!

特売日!特売日!毎週木曜日は毎週木曜日は特売日!特売日!特売日!特売日!特売日!特売日!特売日!毎週木曜日毎週木曜日毎週木曜日毎週木曜日毎週木曜日毎週木曜日毎週木曜日毎週木曜日毎週木曜日毎週木曜日毎週木曜日毎週木曜日毎週木曜日
ハイオク・レギュラー・軽油対象ハイオク・レギュラー・軽油対象

１ℓあたり１ℓあたり 和合給油所
TEL 076‒435‒3050

JAなのはな
お問合せ先

一般整備・車検整備・板金塗装・民間車検指定工場

● ご用命は当整備工場へ ●● ご用命は当整備工場へ ●

一般整備・車検整備・板金塗装・民間車検指定工場

●●●●●● ご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へ ●●●●●●
JAなのはな 総合機械センター 自動車課

富山市田尻東2－1　
TEL 076－435－0055
FAX 076－435－0030

車検を受けられた方に

ゆず（全地域）ゆず（全地域）ゆず（全地域）ゆず（全地域）ゆず（全地域）ゆず（全地域）ゆず（全地域）ゆず（全地域）ゆず（全地域）ゆず（全地域）営
業
時
間
の
お
知
ら
せ

車検を受けられた方に

和合給油所で使える

ご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へ

和合給油所で使える和合給油所で使えるガソリン軽 油
ガソリンガソリン

■値引き券をプレゼント！５円/L

年
末
年
始
の

営
業
案
内

年
末
年
始
の

営
業
案
内
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答え
３…山の高さが違う

５…舌を出している

７…箸の長さが違う

10…えびフライが少
ない

12…ワッペンの形が
違う

◆付議事項
・アグリマイティー資金（米価対策災害緊急資金）について
・呉羽梨選果場の固定資産の取得に伴う償還計画について
・出資金の減額について

◆報告事項
・10月末残高試算表について
・10月末各事業実績について（貯金・貸出金・共済・購買）
・貸出について
・共済コンプライアンス点検結果について

正 組 合 員 数
准 組 合 員 数
貯 金
預 金
貸 出 金
長期共済保有高
購 買 品 供 給 高
販 売 品 販 売 高

5,314人
5,480人

1170億8798万円
941億1581万円
174億8618万円

2253億7963万円
30億9159万円
20億 593万円

　果実は、薬用・食用にされ、若芽は食用にされます。
昔は夏から秋に固くなった茎を根元から切り採って乾燥
し、束ねて箒として利用されました。同時期には果実も
成熟しており、ビニールを広げて天日で乾燥し、打ち落
としてから、風を送って実とかすを選別します。

役員会報告 11月29日（月）開催

JAなのはな概況 （10月31日現在）

表紙説明《ホウキギ》

JA日誌JA日誌
11．	６	 秋季総合展示会（～7日）
	 13	 秋冬野菜ドライブスルー朝市（～14日）
	 19	 呉羽営業所農機内見会（～20日）
	 29	 役員会
	 	 支店長会議

カ ダーカカカカカカカカカカカカ ダダダーダダーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーダダダダダダ
1 水

2 木

3 金

4 土

5 日

6 月 定休日（農産物直売所）

7 火

8 水

9 木

10 金

11 土

12 日

13 月 定休日（農産物直売所）

14 火

15 水

16 木

17 金

18 土

19 日

20 月 定休日（農産物直売所）

21 火

22 水

23 木

24 金

25 土

26 日

27 月 臨時営業（農産物直売所）

28 火

29 水

30 木 臨時営業（農産物直売所）

31 金 臨時営業（和合給油所）

右のイラストには左のイラストと違う部分が５ヵ所あります。
間違っている部分を右下の枠内の数字で探しましょう。

まちがいさがし
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